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背景、目的 方法
ロ開発事業前の印篇沼 印絡沼~多械な在来水生植物、在来魚類が生育・生息
周辺の水回＝水生昆虫類や魚類の好適な生息環境
( i ）水生昆虫類・魚類翻査（2014/7/7～7/24)
調査地低地排水路（値被率で39イプに分類）、休耕回
ド心弘
主孟辺
開発事業による大規模な干妬 .. 湿地帯や浅水平帯の減少
沼周辺での水田園場整備 ・F水系連結の喪失
乾回化の進行
水生生物が減少・消失司生育・生息環境が悪化
地理院地図（httpj／回同•lcyb・o・p・njp/)
もともと印篇沼であった、周辺の場所＝『低地主排水路、休車韓国』＝残存湿地？
＝令水生生物の代嘗的なハピタットとして鎗能している可能性がある
① 水深、水温‘pH、DO、氏、T郎、ORP、NTUを測定
② 目視で水生組物を硲認
③ 10分間予モ網で水生昆虫類、魚類を探集し、同定と計数
(i）水生拘置物調査（2014/9/9～10/17)
水生昆虫類、魚類の分布とそれらの場所の環境条件の但健 寸 ...保全・再生よの量要な 調査地酋印施沼低地排水E寄金属（約16陥）
在来浮葉、浮遊、沈水植物の分布の把握 」『 場所の偲鍾
自然再生の阻害要因となりうる外来種の分布の把鍵
水生昆虫頬・魚類調査の結果
制 ・水生昆虫領、魚領、外来種の個体数
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• vu ・ NT . 00 (I嶋宙2012)
低地排水路 水生昆虫類・魚類 1～3分類群 全地点でウシガエルを確忽
休耕回 アメリカザリガニが少ない場所司水生昆虫類・魚類.14～15分類鮮
アメリカザリガニが多い場所司水生昆虫類・魚類・6分頬群
外来種が多い場所司水生昆虫類・魚績が少ない
日，.平均在来分頬癖数 ：：，.平均在来分頬群多練度指数H’
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分類群数・多機度指数 低地排水路＜休耕困纏敏.によるfl異なし
〉モデル選択（AIC1i1'、鋭明変数総当たり）
目的変数 在来分類群数、在来分類群多様度指数
説明変数 ハピ少yト9イプ（植被率高、植被率中．植被率低、休耕固）
アメリカザリガニの在不在、ウシガエルの在不在
・目的変数在来分類群数 分類群数・多機度指数
Jカザリガニ白存在 ウシガヱJ
0.0 0 に影響する効果
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・目的変散在来分類群多練度指数
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主主主
ハピタットタイプの遭い
ウシガエルの存在
アメリカザリガニの存在
外来種による負の効果
が示唆された
〆外来種の少ない休耕田・・・水生昆虫の生息地
〆低地排水路の一部・・・在来浮葉、浮遊、沈水植物の生育地
・外来種 の存在 ＝。水生星虫類 ・魚類 の 多様性が低下
在来浮菜、浮遊‘沈水継物の分布を詳細に地図に記録
目視で確認できた拍水縞物や外来水生緬物も記録
水生植物調査の結果
・在来浮菜、浮遊、沈水植物
浮葉植物
浮遊植物
i.t水植物
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ロ千葉県レッドデータブック縄怠種の分布
在来浮灘、浮進、沈水植物＝令舟戸大編北東側・南西側に多い
・外来水生舗物
；湿生・摘水植物
浮遊植物
沈水植物
． 特定外車種
キシュウスズメノヒ工、チヲゴスズメノヒ工、オオフサモ、
ヒレ？ゴボウ、ナガエツルノゲイトウ、
アメリカセンダンゲサ
アイオオァカウキヲサ、ヒナウキヲサ、チリウキヲサ、
ホテイアオイ
ハゴロモモ、オオ力ナダモ
特定外来種が水面を覆う区聞が存在
ナガヱツルノゲイトウ司lまIま全滅の水路で確眠 タガzツルノゲイトウ
司・・園田・・・・・F
時〆印施沼における湿地再生のために保全し、
活用していくことが期待される
・外来種による在来種への影響の考慮が必要
